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1.　まえがき

ファントム開発の効率向上のため，文献[1]ではファン

トム自動組成設計システムが提案されている．しかし，

組成設計のための対応周波数が 1-5 GHz であり，1 

GHz 未満の低い周波数帯域における組成設計につい

ては検討されていない．そこで本報告では対応周波数

低域化のための第一段階として，システムの対応周波

数を 300-1000 MHz と低域に拡大し，この帯域におけ

る人体組織の電気定数集中範囲(比誘電率:40-70，導

電率:0.5-2.5 S/m)を目標電気定数範囲として，単一

周波数における組成設計の検討を行う．ファントム自動

組成設計システムにはサンプルファントムが必要となる

ため，目標電気定数範囲に収まるようにサンプルファン

トムを作製する．

2.　サンプルファントムの作製

作製するサンプルファントムの構成要素として，比誘

電率調整のための水，グリセリン，シリコーンエマルジョ

ン，および導電率調整のための塩化ナトリウムの合計 4

種類の試薬を使用する．ここで，低い周波数における人

体組織の比誘電率は比較的高いため，比誘電率が高

い水を主剤としてサンプルファントムを複数作製する．

なお，すべてのファントムにおいて固形化のために液体

の合計重量の 6％に相当する寒天を添加している．こ

の結果，作製した 55 種類のサンプルファントムの電気

定数は，図 1 に示すように人体組織の目標電気定数範

囲(四角囲み)をある程度満足していると確認できるた

め，今回はこのサンプルファントム 55 種類を用いて組

成設計を行うこととする．

3.　胃ファントムの合成精度

胃ファントムの組成設計を例とし，今回作製したサン

プルファントムを用いて一次回帰式による合成精度の

評価を行う．システムにより、各周波数で算出された組

成を表 1 に，また対応する測定結果を表 2 に示す．表 2

より，胃ファントムの目標値との最大誤差率は 900 

MHz で 5.4％程度となった．
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